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【手続補正書】
【提出日】令和3年3月30日(2021.3.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示装置であって、
　表示領域において、それぞれ第１方向に配列された複数の第１種画素からなる、複数の
第１種画素ラインと、
　前記表示領域において、それぞれ前記第１方向に配列された複数の第２種画素からなる
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、複数の第２種画素ラインと、
　を含み、
　前記複数の第１種画素ラインと前記複数の第２種画素ラインとは、前記第１方向に垂直
な第２方向に交互に配列されており、
　前記第１種画素は、前記第２方向に配列された第１赤副画素及び第１青副画素、並びに
、前記第１赤副画素及び前記第１青副画素に対して前記第１方向と反対の側に配置され、
かつ、前記第２方向において前記第１赤副画素及び前記第１青副画素の間に配置されてい
る第１緑副画素、から構成され、
　前記第２種画素は、前記第２方向に配列された第２赤副画素及び第２青副画素、並びに
、前記第２赤副画素及び前記第２青副画素に対して前記第１方向の側に配置され、かつ、
前記第２方向において前記第２赤副画素及び前記第２青副画素の間に配置されている第２
緑副画素、から構成され、
　前記複数の第１種画素ラインは、前記第１方向の反対側の端に配置されており、かつ、
前記第２方向に配列されている画素ラインにおける前記第２方向の反対側の端に配置され
ている、複数の終端第１種画素を含み、
　前記複数の第２種画素ラインは、前記第１方向の反対側の端に配置されており、かつ、
前記第２方向に配列されている画素ラインにおける前記第２方向の反対側の端に配置され
ている、複数の終端第２種画素を含み、
　前記複数の終端第１種画素それぞれの発光素子の駆動トランジスタのチャネル幅は、前
記第１方向、前記第１方向の反対方向、前記第２方向、及び前記第２方向の反対方向の４
方向において他の画素に囲まれている内部画素の発光素子の駆動トランジスタのチャネル
幅よりも小さい、
　表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の表示装置であって、
　前記複数の終端第１種画素と前記内部画素の駆動トランジスタのゲート電圧は、同一の
入力映像信号に対して、同一である、
　表示装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の表示装置であって、
　前記複数の終端第１種画素は、第１の終端第１種画素及び第２の終端第１種画素を含み
、
　前記第１の終端第１種画素に対して前記第２方向の側において隣接している第２種画素
は、前記第１方向の反対側において、第２種画素ラインの端に配置されており、
　前記第２の終端第１種画素に対して前記第２方向において隣接している第２種画素は、
前記第１方向の反対側に配置されている他の第２種画素に隣接し、
　前記第１の終端第１種画素の駆動トランジスタのチャネル幅は、前記第２の終端第１種
画素の駆動トランジスタのチャネル幅よりも小さい、
　表示装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の表示装置であって、
　前記複数の終端第２種画素の駆動トランジスタのチャネル幅は、前記複数の終端第１種
画素の駆動トランジスタのチャネル幅よりも大きい、
　表示装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の表示装置であって、
　前記複数の終端第２種画素の駆動トランジスタのチャネル幅は、前記内部画素の駆動ト
ランジスタのチャネル幅と同一である、
　表示装置。
【請求項６】
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　請求項１に記載の表示装置であって、
　前記複数の終端第１種画素の両端の終端第１種画素に挟まれる終端第１種画素の緑副画
素は、前記両端の終端第１種画素の緑副画素を結ぶ直線よりも外側に配置されている、
　表示装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の表示装置であって、
　前記複数の終端第１種画素は、第１の終端第１種画素及び第２の終端第１種画素を含み
、
　前記第１の終端第１種画素と、前記第１の終端第１種画素の両側の終端第１種画素それ
ぞれとを結ぶ直線の間の角度は、前記第２の終端第１種画素と前記第２の終端第１種画素
の両側の終端第１種画素それぞれとを結ぶ直線の間の角度よりも小さく、
　前記第１の終端第１種画素の駆動トランジスタのチャネル幅は、前記第２の終端第１種
画素の駆動トランジスタのチャネル幅よりも小さい、
　表示装置。
【請求項８】
　請求項１に記載の表示装置であって、
　前記表示領域は、複数の終端第１種画素からなる第１グループと、前記第１グループと
異なる複数の終端第１種画素からなる第２グループとを含み、
　前記第１グループにおいて、両端の終端第１種画素に挟まれる終端第１種画素の緑副画
素は、前記両端の終端第１種画素の緑副画素を結ぶ直線よりも外側に配置されており、
　前記第２グループにおいて、両端の終端第１種画素に挟まれる終端第１種画素の緑副画
素は、前記両端の終端第１種画素の緑副画素を結ぶ直線よりも内側に配置されており、
　前記第１グループにおける駆動トランジスタの最小チャネル幅は、前記第２グループに
おける駆動トランジスタの最小チャネル幅よりも小さい、
　表示装置。
【請求項９】
　表示装置の製造方法であって、
　前記表示装置は、
　表示領域において、それぞれ第１方向に配列された複数の第１種画素からなる、複数の
第１種画素ラインと、
　前記表示領域において、それぞれ前記第１方向に配列された複数の第２種画素からなる
、複数の第２種画素ラインと、
　を含み、
　前記複数の第１種画素ラインと前記複数の第２種画素ラインとは、前記第１方向に垂直
な第２方向に交互に配列されており、
　前記第１種画素は、前記第２方向に配列された第１赤副画素及び第１青副画素、並びに
、前記第１赤副画素及び前記第１青副画素に対して前記第１方向と反対の側に配置され、
かつ、前記第２方向において前記第１赤副画素及び前記第１青副画素の間に配置されてい
る第１緑副画素、から構成され、
　前記第２種画素は、前記第２方向に配列された第２赤副画素及び第２青副画素、並びに
、前記第２赤副画素及び前記第２青副画素に対して前記第１方向の側に配置され、かつ、
前記第２方向において前記第２赤副画素及び前記第２青副画素の間に配置されている第２
緑副画素、から構成され、
　前記複数の第１種画素ラインは、前記第１方向の反対側の端に配置されており、かつ、
前記第２方向に配列されている画素ラインにおける前記第２方向の反対側の端に配置され
ている、複数の終端第１種画素を含み、
　前記複数の第２種画素ラインは、前記第１方向の反対側の端に配置されており、かつ、
前記第２方向に配列されている画素ラインにおける前記第２方向の反対側の端に配置され
ている、複数の終端第２種画素を含み、
　前記表示装置の製造方法は、
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　基板上に、前記複数の第１種画素及び前記複数の第２種画素それぞれの駆動トランジス
タを形成するステップと、
　前記基板上に、前記駆動トランジスタにより駆動される発光素子を形成するステップと
、を含み、
　前記駆動トランジスタを形成するステップは、
　半導体層を形成するステップと、
　前記半導体層を、フォトマスクを使用してパターニングして、前記複数の第１種画素及
び前記複数の第２種画素それぞれの駆動トランジスタのチャネルを含む半導体パターンを
形成するステップと、を含み、
　前記フォトマスクは、前記複数の終端第１種画素それぞれの駆動トランジスタのチャネ
ル幅が、前記第１方向、前記第１方向の反対方向、前記第２方向、及び前記第２方向の反
対方向の４方向において他の画素に囲まれている内部画素の駆動トランジスタのチャネル
幅よりも小さくなるような、パターンを有する、
　表示装置の製造方法。
【請求項１０】
　請求項９に記載の表示装置の製造方法であって、
　前記複数の終端第１種画素は、第１の終端第１種画素及び第２の終端第１種画素を含み
、
　前記第１の終端第１種画素に対して前記第２方向の側において隣接している第２種画素
は、前記第１方向の反対側において、第２種画素ラインの端に配置されており、
　前記第２の終端第１種画素に対して前記第２方向において隣接している第２種画素は、
前記第１方向の反対側に配置されている他の第２種画素に隣接し、
　前記フォトマスクは、前記第１の終端第１種画素の駆動トランジスタのチャネル幅が、
前記第２の終端第１種画素の駆動トランジスタのチャネル幅よりも小さくなるような、パ
ターンを有する、
　表示装置の製造方法。
【請求項１１】
　請求項９に記載の表示装置の製造方法であって、
　前記フォトマスクは、前記複数の終端第２種画素の駆動トランジスタのチャネル幅が、
前記複数の終端第１種画素の駆動トランジスタのチャネル幅よりも大きくなるような、パ
ターンを有する、
　表示装置の製造方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の表示装置の製造方法であって、
　前記フォトマスクは、前記複数の終端第２種画素の駆動トランジスタのチャネル幅は、
前記内部画素の駆動トランジスタのチャネル幅と同一となるような、パターンを有する、
　表示装置の製造方法。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の表示装置の製造方法であって、
　前記複数の終端第１種画素は、第１の終端第１種画素及び第２の終端第１種画素を含み
、
　前記第１の終端第１種画素と、前記第１の終端第１種画素の両側の終端第１種画素それ
ぞれとを結ぶ直線の間の角度は、前記第２の終端第１種画素と前記第２の終端第１種画素
の両側の終端第１種画素それぞれとを結ぶ直線の間の角度よりも小さく、
　前記フォトマスクは、前記第１の終端第１種画素の駆動トランジスタのチャネル幅が、
前記第２の終端第１種画素の駆動トランジスタのチャネル幅よりも小さくなるような、パ
ターンを有する、
　表示装置の製造方法。
【請求項１４】
　請求項９に記載の表示装置の製造方法であって、
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　前記表示領域は、複数の終端第１種画素からなる第１グループと、前記第１グループと
異なる複数の終端第１種画素からなる第２グループとを含み、
　前記第１グループにおいて、両端の終端第１種画素に挟まれる終端第１種画素の緑副画
素は、前記両端の終端第１種画素の緑副画素を結ぶ直線よりも外側に配置されており、
　前記第２グループにおいて、両端の終端第１種画素に挟まれる終端第１種画素の緑副画
素は、前記両端の終端第１種画素の緑副画素を結ぶ直線よりも内側に配置されており、
　前記フォトマスクは、前記第１グループにおける駆動トランジスタの最小チャネル幅が
、前記第２グループにおける駆動トランジスタの最小チャネル幅よりも小さくなるような
、パターンを有する、
　表示装置の製造方法。
【請求項１５】
　請求項１に記載の表示装置であって、
　前記表示領域は、所定ピッチで配列された副画素からなる複数の副画素ラインで構成さ
れた領域であり、
　前記複数の副画素ラインは、所定ピッチで配列されている、
　表示装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
［画素回路構成］
　基板１００上には、複数の副画素のアノード電極にそれぞれ供給する電流を制御する複
数の画素回路が形成されている。図３Ｂは、画素回路の構成例を示す。各画素回路は、第
１のトランジスタＴ１と、第２のトランジスタＴ２と、第３のトランジスタＴ３と、保持
容量Ｃ１とを含む。画素回路は、副画素であるＯＬＥＤ素子Ｅ１の発光を制御する。トラ
ンジスタは、ＴＦＴ（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）である。以下、第１
のトランジスタＴ１～第３のトランジスタＴ３をそれぞれトランジスタＴ１～トランジス
タＴ３と略記する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４９】
　駆動信号生成部３４４は、入力された映像信号用タイミング信号のドットクロック、デ
ータイネーブル信号、垂直同期信号、水平同期信号から、デルタナブラパネルのデータド
ライバ３４５、走査ドライバ１３１、及びエミッションドライバ１３２の制御信号（又は
、パネルの駆動信号）を生成し、それらに出力する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６１】
　第１種画素５１において、赤副画素４１Ｒ及び青副画素４１Ｂは、同一の副画素列４２
において連続して配置されている。緑副画素４１Ｇが含まれる副画素列４２は、赤副画素
４１Ｒ及び青副画素４１が含まれる副画素列４２、Ｘ方向の反対側、つまり、図４におけ
る左側に隣接している。緑副画素４１Ｇは、Ｙ方向において、赤副画素４１Ｒと青副画素
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４１Ｂの間、より具体的には中央に位置している。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６２】
　第２種画素５２において、赤副画素４１Ｒ及び青副画素４１Ｂは、同一の副画素列４２
において連続して配置されている。緑副画素４１Ｇが含まれる副画素列４２は、赤副画素
４１Ｒ及び青副画素４１が含まれる副画素列４２、Ｘ方向の側、つまり、図４における右
側に隣接している。緑副画素４１Ｇは、Ｙ方向において、赤副画素４１Ｒと青副画素４１
Ｂの間、より具体的には中央に位置している。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
　図６は、終端第１種画素５１Ａ～５１Ｅ、並びに、終端第２種画素５２Ａ、５２Ｂ及び
５２Ｃを示す。例えば、第１種画素５１Ｄは、第１種画素行６１Ａの左端に位置し、さら
に、画素列６３Ｂの上端に位置する。第２種画素５２Ａは、第２種画素行６２Ａの左端に
位置し、さらに、画素列６３Ａの上端に位置する。なお、画素行又は画素列は、単一の画
素で構成されていてもよい。当該単一画素は、その画素行又は画素列の端に配置されてい
る。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９１】
　図１０は、凹状Ｒコーナ部における、終端第１種画素５１Ａ～５１Ｄ、並びに、終端第
２種画素５２Ａ～５２Ｄを示す。例えば、第１種画素５１Ｃは、第１種画素行６１Ａの左
端に位置し、さらに、画素列６３Ｂの上端に位置する。第２種画素５２Ｄは、第２種画素
行６２Ａの左端に位置し、さらに、画素列６３Ａの上端に位置する。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２８】
　なお、上記チャネル幅の調整による輝度補正は、デルタナブラ画素配置の表示領域を含
み、電流駆動される発光素子を含む、ＯＬＥＤ表示装置と異なる種類の表示装置に適用す
ることができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３０】
１０　ＯＬＥＤ表示装置、４１Ｂ　青副画素、４１Ｇ　緑副画素、４１Ｒ　赤副画素、４
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２　副画素列、４３　副画素行、５１　第１種画素、５２　第２種画素、５６　内部画素
、６１　第１画素行、６２　第２種画素行、６３　画素列、１００　ＴＦＴ基板、１１４
　カソード電極形成領域、１２５　表示領域、１３１　走査ドライバ、１３２　エミッシ
ョンドライバ、１３３　保護回路、１５１　絶縁基板、１５２　表示領域、２５５　表示
領域境界線、２５６　両端の緑副画素外向き終端画素を結ぶ直線、３４１　ガンマ変換部
、３４２　相対輝度変換部、３４３　逆ガンマ変換部、３４４　駆動信号生成部、３４５
　データドライバ、５１１Ａ－５１１Ｃ　緑副画素外向き終端画素
【手続補正１０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１２Ａ
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１２Ａ】
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